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航空気象アプリ「3DARVI」
で切り拓く、安全運航の未来

（気象庁主催）気象データのビジネス活用セミナー



TODAY’s Agenda

１、3DARVI開発者 エムティーアイからの発表

２、3DARVI利用者①ANAからの発表

３、3DARVI利用者②ZIPAIRからの発表

４、DISCUSSION



商号 株式会社エムティーアイ（東証プライム市場：9438）

本社 〒163-1435 東京都新宿区西新宿3-20-2

東京オペラシティタワー（総合受付35F）

設立 1996年8月12日

代表 代表取締役社長前多俊宏

資本金 5,232百万円（連結・2023年9月30日現在）

従業員数 1,202名（連結・2023年9月30日現在）

連結子会社 MTI TECHNOLOGY Co.,Ltd.
（株）エムティーアイ・ヘルスケア・ホールディングス
（株）ルナルナメディコ、 （株）イーグル（株）メディアーノ、
（株）ビデオマーケット、（株）クリプラ、モチベーションワークス
（株）母子モ（株）、 （株）カラダメディカ、
（株）ソラミチシステム、Automagi（株）、（株）ファルモ、 
（株）LIFEM

持分法適用会社 （株）昭文社ホールディングス、（株）Authlete

（株）ポケット・クエリーズ

北海道営業所(札幌市)

東北営業所

(仙台市)

東海営業所(名古屋市)

関西営業所(大阪市)

中国営業所(広島市)

四国営業所(高松市)

九州営業所

(福岡市)

北陸営業所(金沢市)

営業所所在地

会社概要

© 株式会社エムティーアイ All rights reserved. 3

代表サービス

ABOUT OUR COMPANY



（旧名称：お天気予報）

天気、地図、乗換案内、

ナビ機能がひとつで利用できる

ライフサポートサービス

エムティーアイ設立

1996

1997

気象関連の取り組み 実績

ゲリラ豪雨検知アプリ

最新気象レーダーの観測データを

用いて全国の雨雲を3D描画する

スマートフォンアプリ

2020年度グッドデザイン賞受賞

2015

PRISM

2018

運航管理者向けサービス

2019

JAXAとの共同開発スタート

官民研究開発投資

拡大プログラム

竜巻等突風に関する

3D気象システム開発

パイロット向けサービス

2021
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2024

降雹アラート開始

3D気象可視化技術等を活用し、圧倒的に分かりやすいUIUXの気象情報配信に強み

ACHIEVEMENTS
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3D雨雲ウォッチ 〜ゲリラ豪雨検知アプリ(無料)〜

■ゲリラ豪雨PUSH通知 的中率：80％以上
■3D雨雲・雷のグラフィック 迅速な回避行動につなげる
■15時間先までの雨雲予報（無料）

iPhone Android

PRODUCT 1
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3D雨雲ウォッチ 〜ゲリラ豪雨検知アプリ(無料)〜

日本には、異なった特徴を持つ、気象レーダが複数存在
それぞれの強みを活かして、サービスに活用するのが重要

(出典：気象庁HP)

ABOUT 3D雨雲ウォッチ 

3D雨雲ウォッチでは、
気象庁Cバンドレーダーデータや、
世界最先端のフェーズドアレイ
気象レーダーデータを搭載！
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Cバンドレーダー X-Rain 
MPレーダー

フェーズドアレイ
気象レーダー

特徴

日本全国を覆う様な広
範囲観測や、強い雨も
できるだけ正確に測る

のが長所

近距離で細かく測るの
が長所

3次元観測

水平方向の特徴
（精度良く観測できる
範囲・配信周期）

・1kmメッシュ
・5分ごと

・250mメッシュ
・1分ごと

・250mメッシュ
・30秒ごと

３次元観測周期 10分 5分 30秒

降雨減衰の特徴 ほとんどなし あり あり

（参考）気象レーダーの異なる特徴

3D雨雲ウォッチ 〜ゲリラ豪雨検知アプリ(無料)〜

ABOUT 3D雨雲ウォッチ 



株式会社エムティーアイの提供するARVIシリーズ※は、

航空機の運航を安全かつ効率的に支援する航空気象サービスです。

運航管理・運航支援の効率を向上させる 「ARVI」 と

最先端技術で新しいブリーフィング形式を提案する 「3DARVI 」 で、

航空機運航に３つの価値をご提供します。

安全で、
航空機運航を
サポートします。

安全性の
向上

業務の
効率化

業務品質の
向上

効率的な
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PRODUCT 2



航空会社のオペレーションノウハウに、エムティーアイの3D可視化技術を加えて、

JAXAの、世界初となる「被雷危険領域予測技術」を搭載した、

航空機の安全かつ効率的な運航を支援するサービスです。

Point 1 パイロット特化型UI、快適に操作

Point 2 3D描画で直感的な気象情報の把握が可能

Point 3 被雷回避でコストカットにも貢献

最新技術を活用した次世代ブリーフィングツール
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PRODUCT 2

紹介動画こちら（約2分）

https://mti365-my.sharepoint.com/:v:/r/personal/sato_yuki1_mti_co_jp/Documents/Microsoft%20Teams%20%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88%20%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB/3DARVI_MAIN_0930.mp4?csf=1&web=1&e=lzGeJN&nav=eyJyZWZlcnJhbEluZm8iOnsicmVmZXJyYWxBcHAiOiJTdHJlYW1XZWJBcHAiLCJyZWZlcnJhbFZpZXciOiJTaGFyZURpYWxvZy1MaW5rIiwicmVmZXJyYWxBcHBQbGF0Zm9ybSI6IldlYiIsInJlZmVycmFsTW9kZSI6InZpZXcifX0%3D


ABOUT 3DARVI 1 

3DARVI機能紹介：誘発雷で被雷リスクの高い危険域を確認

JAXA ×エムティーアイ 共同研究 (2019年11月から開始)

航空機が近づいた際に誘雷を起こす雲を予測するJAXAのアルゴリズムで、

危険域を3次元で可視化することで、機体に被雷しそうな気象状態を事前に察知し回避することが

できます。
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(出典) JAXA×エムティーアイ プレスリリース
3DARVI 誘発雷予測の３次元化



ABOUT 3DARVI １ 

ANAとの連携により、誘発雷予測を実際の運航業務で利用できる精度までさらに向上！
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(出典) ANA×JAXA×エムティーアイ プレスリリース

(出典) ANA HP 



IN FLIGHTモード機能
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運
航
乗
務
員

地
上
運
航
従
事
者

IN FLTモードでは、 機上でコクピットWi-Fiを用い
最新の気象情報を取得（誘発雷、雨雲、LIDEN等）

次便のための最新情報を取得

被雷発生時は情報を
保存
過去気象の抽出
事例共有も可能

運航中～
着陸前の
アドバイスを実施

乗務員の気象
ブリーフィングを
アシスト

誘発雷は現況、1時間先予測を確認
その他、雨雲、LIDENなどをチェック 上昇

離陸

降下

着陸
出発前の地上ブリーフィング

巡航

次便までの便間

ABOUT 3DARVI ２ 

上空Cockpid内での脆弱な通信環境下でも、リアルタイムに気象データを確認できる機能



ABOUT 3DARVI ２

ZIPAIRとの連携により、3DARVIの各種気象データの活用環境を、地上から上空まで拡大！
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(出典) ZIPAIR×JAXA×エムティーアイ プレスリリース

(画像)ZIPAIR様ご提供



NEXT ANA’s PRESENTATION



















NEXT ZIPAIR’s PRESENTATION



Strictly Confidential
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コックピットにおける気象情報の利活用について

ZIPAIR
フライトオペレーションサポートチーム

浦 健一
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本日お話しさせていただく内容

★会社紹介「ZIPAIRについて」
★航空機運航における気象情報利用と課題
★コックピットでの気象情報活用 「可視化」と「見える化」
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会社紹介 【ZIPAIR Tokyo】

2024年11月現在
商号 株式会社ZIPAIR Tokyo
事業内容 航空運送
事業本社 成田空港第1ターミナル内
資本金 1億円（出資者日本航空株式会社/100%出資）
設立 2018年7月31日
営業開始 2020年6月3日

社員数  829名
使用機材 ボーイング787-8型機（290人乗り）8機
路線 成田=ソウル/マニラ/バンコク/シンガポール/ホノルル
 /ロサンゼルス/サンフランシスコ/サンノゼ/バンクーバー
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【路線】

https://www.zipair.net/ja/notification/267
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【NEW BASIC AIRLINE】 ―私たちが目指すもの―

“NEW BASIC AIRLINE”
ZIPAIRは、これまでのフルサービスキャリアでも、ローコストキャリアでもない、新しい基準を作る、
「NEW BASIC AIRLINE」を目指している。

「NEW BASIC」には、 単にコストコントロールを行うだけではない、日本のエアラインならではの細部まで
配慮する美意識を持ちつつ、体感時間を短くする新しいエアラインを創っていく想いが込められている。
「お客さまにとってちょうどいい納得感のあるサービス」、「お客さまが自分らしく楽しめる気持ちよさ」を
ご提供したい。

https://www.zipairtokyo.com/ja/
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【シート】 フルサービスキャリアの広さと快適さ、ZIPAIRはそれがベーシック
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【シート】 フルサービスキャリアの広さと快適さ、ZIPAIRはそれがベーシック

ZIP Full-Flat seats
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【価格】
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【オプション】
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【Wi-Fi設備】 Wi-Fiが使えます。しかも無料！
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飛行機が苦手な天気・気象現象

飛行機が苦手な天気・気象現象について、
代表的な現象をピックアップ。

一般的な天気の良し悪しと違い、晴れて
いても風の強い時は影響があり、
一方で雨が降っていても視界がいい時は
さほど影響はない。
特定の現象によって影響を受けやすい。
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航空気象 特殊な気象状態（Significant Weather）

【ICAO】 特殊な気象状態

ＩＣＡＯ(International Civil Aviation Organization：国際民間航空機関）が規定する、
航空機の運航に影響を及ぼす可能性のある悪天現象

 

➢雷雨（Thunderstorms）: 激しい雷や稲妻を伴う嵐
➢乱気流（Turbulence）: 空気の流れが不安定で、航空機が揺れる状況
➢氷結（Icing）: 氷や霜が航空機の表面に付着する状況
➢低視程（Low Visibility）: 霧、煙、砂嵐などにより視界が悪くなる状況
➢強風（Strong Winds）: 特に横風や突風が強い場合
➢降雪（Snowfall）: 大量の雪が降る状況
➢火山灰（Volcanic Ash）: 火山の噴火によって放出される灰
➢砂嵐（Sandstorms）: 砂や塵が風によって舞い上がる状況

これらの気象現象が発生するかどうか、そして飛行中に遭遇する可能性があるかないかを、
パイロットと運航管理者は飛行前に必ず確認して、飛行計画を作成している。
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一般的な気象情報（地上天気図、気象衛星画像、降水気象レーダー）

高解像度かつ高精度、見やすいグラフィック気象情報が数多くある。
これらを使って、出発空港や目的地の空港、さらには航路上の天候もチェックしている。

気象庁発行のプロダクト例
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航空気象用の情報（高層天気図、悪天予想図など）

上空の大気状態を示した専門的な天気図を使用して、ジェット気流の
位置、風速、蛇行の状況などをチェックする。そして、タービュランス
(揺れ・乱気流)の発生が予想されるエリアと高度を把握する。
機内サービスを考慮して、できる限りタービュランスの影響の小さい
航路・高度を選定することもある。
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課題点：飛行中の気象情報アップデート

飛行開始

ボーイング787のコックピットで
Wi-Fiは使えるが・・・

実は通信速度がかなり遅い
→ グラフィック気象情報を

サクサク受信できない

飛行機の移動速度は速い
→ 1分間に約15㎞進む
ダウンロードを待つ暇はない！

JAL HPより

運航管理者からパイロットへの情報提供(イメージ)。双方が同じ気象情報、天気図を見ていれば、口頭やテキストでの伝達も容易と
なるが、実際にはそうではないこともある。飛行中のコックピットにて、グラフィック情報を使いづらい通信環境がその背景にある。

飛行中のコックピット

JAL HPより

航空無線
衛星電話
テキスト

飛行前ブリーフィング

気象庁HPより

電話
FaceTime

JAL HPより
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課題解決に向けて：飛行中でもタイムリーに気象情報を得られる気象アプリがほしい。。。！

➢ 課題点
飛行中のコックピットでは、通信環境やツールの問題により、グラフィック気象情報が自由に利用できない。
容量の問題で、タイムアウトして見られない状況も発生している。
高精度なグラフィック気象情報が多くあるのに、必要なときに使えないという状況を改善したい。

IN FLIGHT モードの誕生！

➢ 対策を検討
◼ Portable EFBとして日常的に使用している「iPad」で、サクッと使える気象アプリがあればよい
◼ そういうアプリがあれば、コックピットでパイロットが直接グラフィック気象情報を見ることができる
◼ エムティーアイ社の3D ARVIを活用すれば、実現できるのでは？

➢ 実行
◼ あれもこれもと欲張らずに、使いたいシーン・情報種類を絞って、優先度の高いものをピックアップ
◼ ピックアップした気象情報について、データ量・解像度を、できる限り軽減することを検討
✓ タービュランスにつながる積乱雲や雷雲の有無 ⇒ 降水気象レーダー、雷情報(LIDENなど)
✓ 機体に被雷する可能性の把握 ⇒ JAXA研究をもとにした誘発雷情報
✓ 航路上、特に洋上域における降水エリアの把握 ⇒ JAXAのGSMaP

ZIPAIR×エムティーアイ 取り組みを開始
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3Ⅾ ARVIの進化版「IN FLIGHT モード」の実現

◆大容量の気象データを大幅に軽量化
◆パイロットが飛行中のコックピットで、タイムリーにグラフィック

気象情報を入手、直感的に把握
◆JAXA の「GSMaP」を航空機内で初めて活用
◆お客さまに、より安全な空の旅を提供

コックピット内の通信環境下での利用を可能にした「IN FLIGHT モード」

誘発雷情報：エムティーアイ提供
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気象アプリ「3Ⅾ ARVI」（衛星による全球降水マップの表示）

衛星全球降水マップ“GSMaP“ 《世界の雨マップ》
全球降水観測(GPM)計画のもと、GPM主衛星に搭載された二周波降水レーダで、宇宙から降水強度
を測定。複数の降水を観測する衛星や静止気象衛星を組み合わせて、雨マップが作成されている。
航空機運航でのGSMaP活用は、ZIPAIRが初。

3Ⅾ ARVI

JAXA GSMaP (Webサイトより)

3Ⅾ ARVIに表示されたGSMaP
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プレスリリース

https://www.zipair.net/ja/notification/218
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まとめ（取り組みによる成果と新たな課題、将来展望）

【将来展望】
さらなるWi-Fiの高速化を目指す。
 ⇒ スペース X 社の衛星通信サービス「Starlink」の導入を目指して、技術検証を進めている。

【新たな課題】
➢ コックピットで得られる気象情報をもとに、パイロットはどう対応するのか。
➢ 変化する気象現象による運航への影響を回避するための、どの程度迂回すべきか。

• 迂回することが必ずしも有効ではないことがある。（タービュランス、被雷）
• 空域の制限などにより、航空管制上、迂回経路の利用ができないこともある。

➢ 得られる気象情報に基づいた行動や対応を標準化する、つまり手順の「見える化」がさらなる課題。

 ⇒ グラフィック気象情報を、より効果的かつ効率的に「活用」できるようにしたい！

【成果】
➢ エムティーアイ社の技術により、様々な気象情報が3Ⅾ表示を含めて「可視化」が実現。
➢ ZIPAIRでは、航空気象アプリケーション「3Ⅾ ARVI」を、主にパイロット用として導入。

⇒ グラフィック気象情報を、飛行中のコックピットでリアルタイムに「利用」することが可能に！
(従来見えていなかった現象の可視化、同時に利用できていなかった環境での可視化)
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これからも安全・快適な運航の実現のために取り組んでいきます！

Wi-Fiアンテナはここ！



DISCUSSION

3D気象情報の魅力と今後への期待



（お知らせ）
さらに航空に特化した詳しいお話を知りたい！という方へ
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